
23
日
の
通
常
国
会
開

会
を
前
に
し
た
20
日
昼
、

「
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全

国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
岩

手
の
会
」
は
盛
岡
市
で
、

岸
田
政
権
に
よ
る
安
保

３
文
書
の
閣
議
決
定
に

抗
議
し
、
大
軍
拡
と

「
戦
争
す
る
国
家
づ
く

り
」
を
許
さ
な
い
デ
モ
行

進
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

１
２
０
人
が
駆
け
つ
け
、

「
平
和
外
交
こ
そ
真
の

安
全
保
障
」の
プ
ラ
カ
ー

ド
を
掲
げ
ま
し
た
。

デ
モ
に
先
立
っ
て
緊
急

集
会
を
開
催
。

憲
法
改
悪
反

対
県
共
同
セ

ン
タ
ー
の
中

野
る
み
子
事

務

局

長

は

「
敵
基
地
攻

撃
能
力
の
保

有
は
、
こ
れ

ま
で
の
『
専

守
防
衛
』
を

大
転
換
す
る

も
の
で
す
。

他
国
に
脅
威
を
与
え
る

攻
撃
的
兵
器
を
買
う
こ

と
は
明
ら
か
に
憲
法
９

条
違
反
だ
」
と
批
判
し

ま
し
た
。
閣
議
決
定
を

撤
回
さ
せ
、
国
民
生
活

に
目
を
向
け
な
い
岸
田

政
権
を
早
期
退
陣
に
追

い
込
も
う
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

平
和
環
境
県
セ
ン
タ
ー

の
及
川
隆
浩
事
務
局
長

は
「
防
衛
費
増
額
の
一

方
で
教
育
予
算
を
増
や

さ
な
い
岸
田
政
権
に
ノ
ー

を
突
き
つ
け
よ
う
」と
強

調
。
岩
教
組
、
民
青
県

委
員
会
、
県
消
団
連
の

代
表
も
決
意
表
明
を
し

ま
し
た
。

集
会
で
は
、
岩
手
の
会

が
発
表
し
た
抗
議
声
明

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
ら
は
「
敵
基

地
攻
撃

憲
法
違
反
」

「
軍
事
費
増
や
す
な

社
会
保
障
増
や
せ
」

「
復
興
（
特
別
所
得
）

税
を
防
衛
費
に
回
す
な
」

な
ど
と
唱
和
し
な
が
ら
、

繁
華
街
を
練
り
歩
き
ま

し
た
。

核
兵
器
禁
止
条
約
の

発
効
か
ら
２
周
年
を
迎

え
た
22
日
昼
、
「
日
本

政
府
に
核
兵
器
禁
止

条
約
批
准
を
求
め
る
岩

手
県
民
の
会
」
は
盛
岡

市
で
宣
伝
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

県
被
団
協
の
下
村
次

弘
事
務
局
長
、
県
原
水

協
の
渋
谷
靖
子
代
表
理

事
、
県
生
協
連
の
吉
田

敏
恵
専
務
理
事
が
マ
イ

ク
を
握
り
、
署
名
への
協

力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

核
禁
条
約
発
効
２
年

で
署
名
国
が
92
カ
国
、

批
准
国
が
68
カ
国
ま
で

増
え
て
い
る
と
紹
介
。

岸
田
政
権
が
被
爆
者
の

願
い
に
背
を
向
け
て
核

禁
条
約
に
反
対
し
、
軍

備
増
強
に
走
っ
て
い
る
の

は
許
せ
な
い
と
批
判
し

ま
し
た
。
国
民
の
命
を

危
険
に
さ
ら
す
大
軍
拡

と
「
戦
争
国
家
づ
く
り
」

を
阻
止
し
、
唯
一
の
戦

争
被
爆
国
に
ふ
さ
わ
し

い
役
割
を
果
た
さ
せ
よ

う
と
訴
え
ま
し
た
。

「
核
兵
器
の
な
い
世

界
の
方
が
い
い
。
力
に
な

れ
ば
」
な
ど
、
１
時
間
で

53
人
が
署
名
し
ま
し
た
。

13
日
の
岩
手
県
議
会

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
調
査

特
別
委
員
会
で
日
本

共
産
党
の
斉
藤
信
議

員
が
質
疑
に
立
ち
、

新
型
コ
ロ
ナ
第
８
波

に
よ
る
深
刻
な
実
態

を
示
し
て
、
緊
急
の
対

策
を
求
め
ま
し
た
。

第
８
波
の
感
染
拡

大
に
つ
い
て
県
側
は
、
昨

年
10
月
以
降
の
新
規
感

染
者
が
10
万
６
千
人
余

（12
日
現
在
）
と
第
７
波

（
７
～
９
月
）
の
約
７
万

人
を
大
き
く
上
回
り
、

死
者
数
も
２
９
６
人
で

全
体
の
約
６
割
が
第
８

波
で
亡
く
な
っ
た
と
説

明
し
ま
し
た
。

斉
藤
氏
は
、
岩
手
医

大
付
属
病
院
長
や
県

立
中
央
病
院
長
が
「
今

ま
で
で
も
っ
と
も
厳
し
い

状
況
だ
」
と
訴
え
て
お

り
、
医
療
の
危
機
的
な

状
況
を
県
民
に
周
知
し
、

対
策
に
あ
た
る
べ
き
と

主
張
し
ま
し
た
。
斉
藤

氏
は
、
高
齢
者
施
設
で

ク
ラ
ス
タ
ー
が
続
発
し
、

コ
ロ
ナ
発
生
か
ら
１
１
８

人
が
施
設
内
療
養
中
に

亡
く
な
っ
て
い
る
（
10
日

現
在
）
と
指
摘
。
「
酸
素

飽
和
度
が
60
～
70
％
ま

で
下
が
り
、
保
健
所
に

入
院
の
相
談
を
し
た
が
、

『
入
院
で
き
な
い
。
み

と
り
を
考
え
て
く
だ
さ

い
』
と
言
わ
れ
た
」（
県
内

の
特
養
ホ
ー
ム
）
と
の
例
を

示
し
、
リ
ス
ク
の
高
い
高

齢
者
の
命
を
守
る
対
策

を
求
め
ま
し
た
。
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
た
高
齢

者
施
設
で
は
職
員
の
抗

原
検
査
を
毎
日
行
っ
て

い
る
が
、
費
用
は
施
設

の
負
担
に
な
っ
て
お
り
、

無
料
で
実
施
で
き
る
よ

う
に
県
が
手
当
す
べ
き

と
提
起
し
ま
し
た
。

野
原
勝
・
保
健
福
祉

部
長
は
「
事
態
を
重
く

受
け
止
め
て
い
る
。
検

査
キ
ッ
ト
の
支
援
に
つ
い

て
知
恵
を
出
し
て
対
応

し
て
い
き
た
い
」
と
答
え

ま
し
た
。
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質疑に立つ斉藤県議

市民アクション岩手の会がデモ行進

建立から今年90

0年を迎える中尊

寺金色堂。吾妻

鑑は「金色堂の

正方、無量光院

之北于並び、宿

舘〔平泉の舘と号

す〕を搆へる…秀衡が常の居所也。泰衡之を

相継て居所と爲し焉」と、屋敷に藤原秀衡が

住んでいたこと、泰衡が相続したと記していま

す。

その屋敷こそが、藤原秀衡の政庁、「平泉

館」であると考えられ、「柳之御所遺跡」として、

1969年（昭和44年）から発掘調査が行われて

います。

1981年（昭和56年）、柳之御所遺跡を通る

形で一関遊水地の堤防と国道４号平泉バイ

パスが計画されました。緊急発掘調査が進む

につれ、「平泉館」であることを裏付ける貴重

な遺品・遺構が相次いで出土したのです。

1990年（平成２年）「遺跡保存」の声が広がり、

「柳之御所遺跡保存」の署名２０万人が建設

省・文化庁などに提出されました。国道４号平

泉バイパスは東側に迂回し、「柳之御所遺跡」

は守られました。

平泉町議会議員 三枚山光裕

一昨年オープンした県立世界遺産ガ

イダンスセンターの柳之御所模型

核禁条約２周年で宣伝



赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
廃

止
を
念
頭
に
Ｊ
Ｒ
と
自

治
体
と
の
「
協
議
会
」

を
設
置
す
る
法
案
が
通

常
国
会
に
提
出
さ
れ
よ

う
と
す
る
な
か
、
日
本

共
産
党
の
高
橋
ち
づ
子

衆
院
議
員
は
12
日
、
Ｊ

Ｒ
山
田
線
に
つ
い
て
意

見
を
聞
く
た
め
に
、
宮

古
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

関
係
者
に
党
の
提
言

「
全
国
の
鉄
道
網
を
維

持
・
活
性
化
し
、
未
来

に
引
き
継
ぐ
た
め
に
」
を

届
け
、
懇
談
。
田
中
尚
、

落
合
久
三
の
両
市
議
が

同
行
し
ま
し
た
。

高
橋
氏
は
、
提
言
の

趣
旨
、
緊
急
対
策
と
３

つ
の
提

案

（
国
の
鉄
道

イ
ン
フ
ラ
の

管
理
、
鉄
道

網

維

持

の

基
金
確
立
、

災
害
復
旧

制

度

の
創

設
）
を
説
明
。

「

ご
意

見

を
ぜ
ひ
寄
せ

て
く
だ
さ
い
」

と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

市
企
画
部
の
多
田
康

部
長
は
、
Ｊ
Ｒ
山
田
線

を
残
す
に
は
「
鉄
道
に

何
が
で
き
る
の
か
考
え

る
必
要
が
あ
る
」
と
指

摘
。
「
存
続
の
議
論
を

『
赤
字
か
黒
字
か
』
か

ら
始
め
る
の
は
建
設
的

で
は
な
い
。
鉄
道
維
持
の

看
板
は
下
ろ
さ
な
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

震
災
や
台
風
19
号
か

ら
復
旧
し
た
三
陸
鉄
道

の
石
川
義
晃
社
長
は

「
盛
岡
市
か
ら
三
陸
鉄

道
に
乗
り
に
来
る
人
は

Ｊ
Ｒ
山
田
線
を
使
う
。

廃
止
に
な
れ
ば
大
変
だ
」

と
懸
念
。
利
用
者
を
増

や
す
た
め
に
「
震
災
学

習
列
車
」
「
こ
た
つ
列

車
」
な
ど
を
運
行
し
て
い

る
と
紹
介
し
ま
し
た
。

宮
古
商
工
会
議
所
の

花
坂
康
太
郎
会
頭
は
、

人
口
減
少
で
Ｊ
Ｒ
山
田

線
の
維
持
は
難
し
い
が
、

「
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
国

が
や
る
べ
き
だ
」
と
語
り

ま
し
た
。

懇
談
を
終
え
て
高
橋

氏
は
「
率
直
な
声
や
努

力
が
聞
け
て
良
か
っ
た
。

国
の
イ
ン
フ
ラ
管
理
の

部
分
は
認
識
が
一
致
し

た
と
思
い
ま
す
」と
話
し

ま
し
た
。

高
橋
衆
院
議
員
は
13

日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
赤

字
路
線
と
公
表
し
た
山

田
線
に
つ
い
て
、
盛
岡
市

や
地
元
関
係
者
と
懇

談
し
ま
し
た
。

高
橋
氏
ら
は
山
田
線
・

上
米
内
駅
を
訪
れ
、
駅

舎
内
で
待
合
室
カ
フ
ェ

や
漆
工
房
を
営
む
次

世
代
漆
協
会
の
細
越
確

太
代
表
理
事
と
懇
談
。

細
越
氏
は
「
も
う
か
る

前
提
で
敷
い
た
線
で
は

な
い
。
そ
こ
に
あ
る
こ
と

が
大
事
。
鉄
路
を
利
用

し
て
沿
岸
の
宮
古
か
ら

海
産
物
を
内
陸
に
届
け

る
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
は
、

も
っ
と
出
し
て
い
け
る
の

で
は
な
い
か
」
と
話
し
ま

し
た
。

全
国
の
鉄
道
網
の
維

持
・活
性
化
への
党
の
提

言
を
う
な
ず
き
な
が
ら

聞
い
た
盛
岡
市
建
設

部
の
千
田
敏
部
長
。

「
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
は

あ
る
に
せ
よ
、
（
不
採

算
部
門
を
含
め
た
鉄
道

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持

す
る
と
い
う
）
国
鉄
分

割
・
民
営
化
当
時
の
制

度
設
計
が
あ
る
。
全
て

を
自
治
体
の
責
任
に
し

な
い
で
ほ
し
い
」
と
強
調

し
、
「
ぜ
ひ
と
も
お
力

添
え
を
」と
求
め
ま
し
た
。

盛
岡
観
光
コ
ン
ベン
シ
ョ

ン
協
会
の
石
橋
浩
幸
専

務
理
事
は
「
住
ん
で
い

る
人
の
生
活
手
段
で
す
。

観
光
の
目
玉
が
で
き
れ

ば
私
た
ち
も
協
力
で
き

る
」と
応
じ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
盛
岡
支

社
の
高
坂
道
浩
総
務
課

長
は
「
自
治
体
と
十
分

協
議
す
る
。
廃
線
あ
り

き

で

は

な

い
」
と

述

べ

ま

し

た
。高

橋
氏

は

「

自
治
体
も
利
用
促
進
の

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
負

担
や
努
力
を
す
で
に
し

て
い
る
。
協
議
と
い
っ
て

も
対
等
で
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
国
が
も
っ
と
責

任
を
果
た
す
べ
き
で
す
」

と
語
り
ま
し
た
。

党
盛
岡
市
議
団
（
庄

子
春
治
団
長
）
が
同
席

し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
矢
巾
町

委
員
会
は
４
月
の
町
議

選
（
定
数
18
）
で
の
現
有

２
議
席
確
保
に
向
け
て
、

現
職
の
小
川
文
子
町
議

（70
）と
新
人
の
木
村
ゆ

た
か
氏
（
66
）
の
必
勝
へ

全
力
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

木
村
氏
は
14
日
、
小

雨
の
な
か
、
町
内
で
街

頭
宣
伝
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
バ
ト
ン
を
渡
す
川

村
よ
し
子
町
議
、
矢
巾

北
支
部
の
党
員
ら
が
参

加
。
の
ぼ
り
を
立
て
、
ス
ー

パ
ー
の
買
い
物
客
に
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

製
図
事
務
所
を
営
む

木
村
氏
は
、
中
小
企
業

い
じ
め
を
や
め
さ
せ
る

に
は
政
治
の
転
換
が
必

要
だ
と
考
え
、
大
企
業

優
遇
を
正
す
共
産
党
の

立
場
を
学
ん
だ
と
紹
介
。

賃
上
げ
政
策
も
含
め
て

「
共
感
し
、
入
党
し
た
」

と
述
べ
ま
し
た
。
物
価

高
騰
で
苦
し
む
町
民
の

暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、

年
金
で
入
れ
る
特
養
ホ
ー

ム
の
建
設
、
子
ど
も
の

医
療
費
助
成
の
拡
充
、

学
校
給
食
費
の
無
償
化

な
ど
を
実
現
さ
せ
る
と

訴
え
ま
し
た
。

西
和
賀
町
（
定
数
12
）

で
は
、
現
職
の
高
橋
和

子
議
員
の
後
継
と
し
て
、

ふ
も
と
か
お
り
（
普
本

歌
織
）
氏
（
49
）
＝
新
＝

の
擁
立
を
決
め
、
町
民

ア
ン
ケ
ー
ト
、
街
頭
宣

伝
な
ど
全
力
を
あ
げ
て

い
ま
す
。
ふ
も
と
氏
は

同
町
生
ま
れ
で
、
大
学

卒
業
後
、
北
海
道
で
幼

稚
園
教
諭
、
昨
年
４
月

か
ら
町
内
で
保
育
士
と

し
て
勤
務
。
学
校
給
食

無
償
化
、
非
正
規
の
公

務
労
働
者
の
待
遇
改
善

な
ど
を
訴
え
て
い
ま
す
。

（２）２０２３年１月２９日（日） 第８３６号新 い わ て

大
震
災
津
波
後
に

沿
岸
部
か
ら
盛
岡
市

へ
転
居
し
た
被
災
者

に
同
市
が
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
被

災
者
の
医
療
費
や
介

護
利
用
料
の
免
除
終

了
（
２
０
２
１
年
末
）

の
影
響
を
受
け
た
人

が
47

％
に
上
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

調
査
は
昨
年
10
月

7
日
か
ら
11
月
9
日

に
実
施
。
２
３
６
世
帯

が
回
答
を
寄
せ
ま
し

た
。医

療
費
等
の
免
除

終
了
の
影
響
で
は
「利

用
で
き
な
く
な
っ
た
」

が
６
・
５
％
、
「
利
用

回
数
が
減
っ
た
」が
12
・

４
％
、
「
他
の
支
出

を
減
ら
し
て
継
続
し

た
」
が
27
・
９
％
と
な

り
、
合
計
で
46
・
８
％

に
達
し
ま
し
た
。

心
身
の
健
康
に
つ
い

て
は
、
「
時
々
調
子

が
悪
く
な
る
」
「
や

や

調

子

が
悪

い
」

「
と
て
も
調
子
が
悪

い
」を
合
わ
せ
る
と
72
・

５
％
が
懸
念
を
表
明
。

近
所
（
町
内
会
、
民

生
委
員
を
含
む
）
と

の
交
流
が
「
ほ
と
ん

ど
な
い
」「
全
く
な
い
」

と
い
う
人
は
52
％
に

及
び
ま
し
た
。

現
在
の
困
り
事
や

心
配
事
（
複
数
回
答

可
）
に
関
し
て
は
、
生

活
費
・
お
金
（
62
・
１

％
）
、
心
身
の
健
康

（53
・４
％
）、
医
療
費

や
介
護
利
用
料
の
免

除
終
了
（38
・８
％
）、

介
護
（
20
・
４
％
）
が

目
立
ち
ま
し
た
。

自
由
欄
に
は
、
▽

医
療
費
免
除
の
再
開

を
。
物
価
高
騰
で
生

活
の
楽
し
み
が
な
く

な
っ
た
▽
通
院
に
使

え
る
バ
ス
の
本
数
を

増
や
し
て
▽
盛
岡
に

10
年
住
ん
で
も
な
じ

め
な
い
ー
な
ど
の
記

述
が
あ
り
ま
し
た
。

訴える川村町議（左）と木村氏
＝14日＝

訴
え
る
ふ
も
と
氏
＝
20
日
＝

三陸鉄道の石川社長と懇談する高橋氏ら

高橋衆院議員と盛岡市議団

日本共産党岩手県会館の建設
が進み、26日には上棟式を行いま
した。「引き続き募金のご協力をお
願いします」と呼びかけています。


